
元気会 〒714-0085 笠岡市四番町3-20 ℡６３-０９１１ HP http://kasaoka-genkikai.com 

（「元気会」の事務所は、笠岡グランドホテル正面です 気軽にお立ち寄りください） 

本会は、2012年５月に結成され、同年９月12日にＮＰＯ法人の認証
を受けました。 
活動の視点を、笠岡の元気を創る“まちおこし”とし、特に、①島、
②農村、③商店街、④干拓の活性化支援を行い、同時に社会的弱者
の方々の“さいごの砦”“駆け込み寺”として、会員のみなさん方
と力を合わせて、生活相談を強めていきたいと思います。 

 コロナ禍の中で、家に閉じこもりがちな 

方、経営に影響が出た方など、マイナス要 

因が増していますが、せめて、精神面だけ 

でも支えられたらと、楽しいひとときを歌 

の力で創ろうと、カラオケ連盟、老人会、笠岡放送、元気会で制作します。 

六島が日本遺産に追加 

認定されたことにより 

笠岡諸島丸ごと日本遺産に。 

それを記念しての啓発推進事業ツアー第一号 

として、元気会が９月25日に企画しました。 

福祉活動応援資金と

しての共同募金活動

赤い羽根が開始です。 

元気会も大変お世話

になっています。 



 熱帯夜から急に夜が涼しくなり、近づく

秋を感じるようになった９月後半。 

 そろそろ寝るかと思う夜１０時前。 

 携帯電話が鳴る。包括支援センターのＮ

君からだ。今頃何だと思いながら電話に

出ると、「精神病の４０歳代男が暴れて、家

族に暴力を振るい、今、家族が逃げていま

す。警察署に３人保護されて居ますが、今

夜、どうにかして欲しいんです」と、くる。 

 アリャリャ。これは大変と、警察署へかっ

飛ばしてみると、おじいチャン、おばあチャ

ンと、殴られたという妹の三人がションボ

リ。 

 「心配せんでエェー。今日はウチへ泊ま

りゃエェからナァ」と言うと、殴られた妹が、

「その前に家に帰りたい」という。 

 警察もビックリ！何故？ 

 「着の身着のままで逃げて 

きたので、着替えに化粧品に、 

それに食卓も片付けんと。その間、警察の

人は私を守っておいて」とくる。 

 警察の人も私も開いた口が･･････。 

 「アンタネェー。警察は用心棒じゃネェヨ。

私も旅館業や商売してるんじゃネェヨ。緊

急保護で困ってるというから飛んで来た

んじゃ。着の身着のままを保護するのが俺

たちなんよ。ゴメンヨ、アンタラ、それ程余

裕があるんなら、どこかのホテルに泊まり

なさい！」と、思わず一発。 

 何となく気づいたのか、妹も〝すみま

せん。お願いします〟と。 

 それからが大変。 

 「おい、緊急泊まりが３人。フトン敷いて、

風呂のボイラー入れといて。タオルがいる

ぞ。女性もいるから、化粧落としがあれば

準備してくれ」と、こちらも緊急連絡で緊

急準備。 

 翌日、暴力〝弟〟は、医療保護入院とい

うことで施設へ入り、宿泊者３人は、我が

家へ帰って行きましたとさ。 

 一泊３人で、１２００円をいただききました。 

ハイ。 

近くに葬儀場が無い。日程が取

れない。長時間移動が出来ない。

自宅で葬儀はしたい ━━ など

の場合に、いつでも、どこでも

来てくれる葬儀の出前車。 

元気会が会員 

用として保有 

する、28人乗 

りのマイクロ 

バス、絶好調です。コロナ禍で

すが予防万全で、行楽シーズン

ご活用下さい。（実費のみ） 

ＢＭＸオリンピック代表の長迫

吉拓選手に役立って欲しいと、

ある篤志家が写真のカメ（高さ 

１１㎝、入り口径１１㎝）に

500円玉をギッシリ。長迫募金 

さて、いくら入っているでしょ

う。正解に最も近い方に、長迫

バラ差し上げます。 

 元気会生活相談活動の中から、 

  〝暮らしの谷間を埋める〟 

 紹介シリーズ 今回は〝緊急保護〟 
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